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著者は CT 画像にてすりガラス成分を有する 20mm 以下の原発性肺癌に対して手術を施行した 96 例を
対象として解析を行っている。著者が新規性をおいたのは①病変を 3次元的に評価すること、②大きさ
に加えて濃度に着目したことの 2 点である。術式計画用に撮像した CT 画像を 3 次元画像解析ソフトに
取り込み立体評価を行えるよう設定し、腫瘍の濃度を CT 値(Housnfield Units)により定量化すること
で 3次元平均 CT値を算出している。切除検体の病理組織所見により対象を病理学的浸潤癌/非浸潤癌の
2群に分け、3次元平均 CT値との相関関係の評価を行っている。さらに著者は既存の画像指標と診断能






CT 値、3 次元平均 CT 値がすべて病理学的悪性度と相関があることを示している。さらに多変量解析の
モデルに各々独立している最大腫瘍径、SUV値、3次元平均 CT値を共変量として投入し、ロジスティッ
ク回帰分析により 3 次元平均 CT 値が最も信頼性の高い画像指標であることを示している。さらに筆者
は臨床応用に向けたカットオフ値を算出するために SUV 値、2 次元平均 CT 値、3 次元平均 CT 値の 3 指
標に関する ROC曲線を作成した。ROC曲線から得られる AUC値からも 3次元平均 CT値が既存の画像指標
と比較して有意に病理学的悪性度を判別する精度が高いことを証明した。 
 (考察） 
 早期肺腺癌における濃度評価の重要性について TNM 分類の改定を例に挙げ著者は考察を加えている。





 著者は過去に報告されている肺腺癌悪性度予測の画像指標として腫瘍径/充実成分径比や FDG-PET に
おける SUVmax 値、縦隔条件での残存径に触れながら既存の画像指標の問題点を指摘している。立体的






 本論文は早期肺腺癌の画像指標として 3次元的に評価した平均 CT値の妥当性を検証した報告である。
悪性度指標として実臨床で広く参考とされている SUV 値や最大腫瘍径と比較して 3 次元の平均 CT 値は
病理学的非浸潤癌の予測において高い精度を示す結果が得られた。このことから小型肺腺癌に対して手
術が検討されている症例の術式選択に参考とされるべき指標であると解釈することができる。 
 よって本研究結果は肺癌治療応用に大いに貢献し、直ちに実用可能であることを示した本論文は学位
授与に値する優れた論文である。 
令和元年 12月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有す 
